
(57)【要約】

【課題】使用する機能に適した形態となる形態端末装置

を提供することを課題とする。

【解決手段】表示部１２には表示板１６が設けられ、全

てのモードで使用する基本操作部２８が設けられている

。操作部１４には、携帯端末として使用する際に必要な

操作ボタン２６が設けられている。連結部１８の中心軸

２４の回りに回動可能な回動部２０が設けられ、中心軸

２４と直交する方向に回転軸２２が立設されている。表

示部１２は回転軸２２の回りに１８０°回動可能に支持

され、収納時には表示面３２を操作面３０と合わせて閉

じることができ、また表示部１２を回動させ表示面３２

を外に向けて閉じることもできる。表示部１２を回転軸

２２の回りに１８０°回転させ（Ｂ）表示部と回動部を

閉じると、表示面３２を外に向けた状態で折畳まれる（

Ｃ）。この状態ではＴＶやゲーム等にモードが切り替わ

り、基本操作部２８で操作する。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
画 像 表 示 を 行 な う 画 像 表 示 部 と ボ タ ン 操 作 を 行 な う 操 作 部 と を 連 結 部 で 回 動 可 能 に 連 結 し
た 携 帯 端 末 装 置 で あ っ て 、 前 記 連 結 部 に 対 し て 前 記 画 像 表 示 部 を 表 裏 反 転 可 能 に 連 結 す る
連 結 手 段 を 設 け た 携 帯 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 連 結 部 は 、 前 記 連 結 部 に 設 け ら れ 画 像 表 示 部 を 回 動 可 能 と す る 回 動 部 と 、 前 記 回 動 部
の 回 動 中 心 軸 と 直 交 す る 方 向 に 立 設 さ れ 前 記 画 像 表 示 部 を １ ８ ０ ° 回 動 可 能 に 支 持 す る 回
転 軸 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 画 像 表 示 部 と 前 記 操 作 部 が 折 畳 ま れ た と き 、 前 記 画 像 表 示 部 の 表 示 面 と 背 面 の う ち 外
側 を 向 い て い る 面 を 検 知 す る 検 知 手 段 と 、
前 記 検 知 手 段 が 前 記 画 像 表 示 部 が 前 記 表 示 面 を 外 側 に 向 け て 折 畳 ま れ た 状 態 で あ る こ と を
検 知 す る と 使 用 モ ー ド を 変 更 す る 制 御 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 端 末 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 携 帯 端 末 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 Ｔ Ｖ 画 面 表 示 、 動 画 表 示 や ゲ ー ム 機 な ど の 機 能 を 持 つ 携 帯 端 末 装 置 の 場 合 、 そ の 機
能 に 応 じ て 操 作 に 適 し た 形 態 を と る も の は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
特 に 、 携 帯 電 話 機 の よ う に 多 数 の 操 作 ボ タ ン を 備 え た 機 器 で は 、 電 話 機 以 外 の 機 能 を 使 用
す る 際 に は 操 作 部 は 概 ね 不 要 で あ り 、 間 違 っ て ボ タ ン を 押 し 、 誤 操 作 と な る デ メ リ ッ ト の
方 が 大 き い 。 例 え ば 携 帯 Ｔ Ｖ と し て 使 用 す る 際 に 必 要 な 操 作 ボ タ ン は 電 源 、 音 量 調 節 、 Ｃ
Ｈ 切 替 え 程 度 で 充 分 で あ り 、 使 用 し な い 操 作 ボ タ ン 等 が 外 部 に 露 出 し て い る の は 好 ま し く
な い 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ～ ３ 参 照 ）
あ る い は 、 携 帯 端 末 装 置 が 操 作 部 を 隠 す 形 態 と な っ た 場 合 に は 、 そ の 形 態 に 応 じ た 機 能 に
、 自 動 的 に 切 り 替 わ る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ２ ５ ７ ４ ６ ０ 号 公 報 （ 第 ２ ～ ５ 頁 、 第 ２ 図 ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 １ ０ － ６ ５ ７ ８ ０ 号 公 報 （ 第 ２ ～ ４ 頁 、 第 ４ ～ ６ 図 ）
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 ８ － ２ ９ ４ ０ ３ ０ 号 公 報 （ 第 ２ ～ ５ 頁 、 第 １ ～ ２ 図 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 上 記 事 実 を 考 慮 し 、 使 用 す る 機 能 に 適 し た 形 態 と な る 形 態 端 末 装 置 を 提 供 す る こ
と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 端 末 装 置 は 画 像 表 示 を 行 な う 画 像 表 示 部 と ボ タ ン 操 作 を 行 な う 操 作
部 と を 連 結 部 で 回 動 可 能 に 連 結 し た 携 帯 端 末 装 置 で あ っ て 、 前 記 連 結 部 に 対 し て 前 記 画 像
表 示 部 を 表 裏 反 転 可 能 に 連 結 す る 連 結 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 構 成 の 発 明 で は 、 画 像 表 示 部 と 操 作 部 を 連 結 部 で 折 畳 む 際 に 画 像 表 示 部 を 表 裏 反 転 さ
せ 、 収 納 す る 時 と は 逆 に 表 示 面 を 外 側 に 向 け た 状 態 で 折 畳 む こ と が で き る 。 こ の た め 画 像
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表 示 部 の 機 能 に 応 じ た 使 用 形 態 を と る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 携 帯 端 末 装 置 は 、 連 結 部 が 、 前 記 連 結 部 に 設 け ら れ 画 像 表 示 部 を 回 動 可
能 と す る 回 動 部 と 、 前 記 回 動 部 の 回 動 中 心 軸 と 直 交 す る 方 向 に 立 設 さ れ 前 記 画 像 表 示 部 を
１ ８ ０ ° 回 動 可 能 に 支 持 す る 回 転 軸 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 構 成 の 発 明 で は 、 画 像 表 示 部 を 開 閉 す る 回 動 部 の 中 心 軸 か ら 立 設 さ れ た 回 転 軸 を 中 心
と し て 画 像 表 示 部 を １ ８ ０ ° 回 動 可 能 と し た こ と で 、 複 雑 な リ ン ク 機 構 な ど を 使 わ ず に 画
像 表 示 部 を 表 裏 反 転 可 能 と し て い る 。 こ の た め 画 像 表 示 部 の 機 能 に 応 じ た 使 用 形 態 を 容 易
に と る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 携 帯 端 末 装 置 は 、 画 像 表 示 部 と 操 作 部 が 折 畳 ま れ た と き 、 前 記 画 像 表 示
部 の 表 示 面 と 背 面 の う ち 外 側 を 向 い て い る 面 を 検 知 す る 検 知 手 段 と 、 前 記 検 知 手 段 が 前 記
画 像 表 示 部 が 前 記 表 示 面 を 外 側 に 向 け て 折 畳 ま れ た 状 態 で あ る こ と を 検 知 す る と 使 用 モ ー
ド を 変 更 す る 制 御 手 段 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 構 成 の 発 明 で は 、 折 畳 ん だ 際 に 画 像 表 示 部 が 表 示 面 を 外 側 に 向 け て い れ ば 、 そ れ を 検
知 し て 使 用 モ ー ド を 変 更 す る 。 こ の た め 使 用 者 が 切 替 え ス イ ッ チ 等 を 操 作 し て モ ー ド を 変
更 す る 必 要 が な く な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ 及 び 図 ２ に は 、 第 １ 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 装 置 の 斜 視 図 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 携 帯 端 末 装 置 １ ０ は 表 示 部 １ ２ と 操 作 部 １ ４ が 連 結 部 １ ８ で 開 閉 可 能
に 連 結 さ れ た 形 状 を し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
表 示 部 １ ２ に は Ｌ Ｃ Ｄ で 文 字 情 報 や Ｔ Ｖ 、 ゲ ー ム 画 像 な ど を 表 示 で き る 表 示 板 １ ６ が 設 け
ら れ 、 全 て の モ ー ド で 使 用 す る 基 本 操 作 部 ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
操 作 部 １ ４ に は 、 携 帯 端 末 と し て 使 用 す る 際 に 必 要 な 操 作 ボ タ ン ２ ６ が 設 け ら れ 、 表 示 部
１ ２ が 開 い た 状 態 で は 表 示 板 １ ６ を 見 な が ら ボ タ ン 操 作 が 行 な え る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
連 結 部 １ ８ に は 、 連 結 部 １ ８ の 中 心 軸 ２ ４ の 回 り に 回 動 可 能 な 回 動 部 ２ ０ が 設 け ら れ 、 中
心 軸 ２ ４ と 直 交 す る 方 向 に 回 転 軸 ２ ２ が 立 設 さ れ て い る 。 表 示 部 １ ２ は 回 転 軸 ２ ２ の 回 り
に １ ８ ０ ° 回 動 可 能 に 支 持 さ れ 、 収 納 時 に は 表 示 板 １ ６ の 設 け ら れ た 表 示 面 ３ ２ を 、 操 作
部 １ ４ の 操 作 ボ タ ン ２ ６ が 設 け ら れ た 操 作 面 ３ ０ と 合 わ せ て 閉 じ る こ と が で き 、 ま た 、 表
示 部 １ ２ を 回 動 さ せ 表 示 面 ３ ２ を 外 に 向 け て 閉 じ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 表 示 部 １ ２ と 操 作 部 １ ４ を 開 い た 状 態 （ Ａ ） か ら 、 そ の ま ま 閉 じ れ ば
表 示 部 １ ２ は 背 面 ３ ４ を 外 に 向 け て 折 畳 ま れ る （ Ｄ ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
表 示 部 １ ２ を 回 転 軸 ２ ２ の 回 り に １ ８ ０ ° 回 転 さ せ （ Ｂ ） 、 表 示 部 と 回 動 部 を 閉 じ る と 、
表 示 面 ３ ２ を 外 に 向 け た 状 態 で 折 畳 ま れ る （ Ｃ ） 。 こ の 状 態 で は Ｔ Ｖ や ゲ ー ム 等 に モ ー ド
が 切 り 替 わ り 、 基 本 操 作 部 ２ ８ で 操 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ３ に は 、 第 １ 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 装 置 の 拡 大 図 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 表 示 部 １ ２ を 支 持 す る 回 転 軸 ２ ２ と 回 動 部 ２ ０ に 、 表 示 部 １ ２ の 方 向
を 検 知 す る 検 出 部 ３ ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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回 転 軸 ２ ２ の 中 心 を 貫 通 し 表 示 部 １ ２ を 支 え て い る シ ャ フ ト ４ ２ は 表 面 が 絶 縁 性 で あ り 、
か つ 外 周 の 一 部 に 導 通 部 ４ ０ が 設 け ら れ て い る 。 一 方 、 シ ャ フ ト ４ ２ を 支 持 す る 回 転 軸 ２
２ は 内 側 面 が 絶 縁 性 で あ り 、 か つ ２ 箇 所 に 導 通 部 ３ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
表 示 部 １ ２ の 表 示 面 ３ ２ が 外 に 向 い た 状 態 の 時 に の み 、 シ ャ フ ト ４ ２ が 回 動 し 導 通 部 ４ ０
が 回 転 軸 ２ ２ の 導 通 部 ３ ８ と 接 触 、 導 通 す る 。 リ ー ド 線 ４ ４ を 通 じ て 検 出 部 ３ ６ す な わ ち
導 通 部 ３ ８ と ４ ０ の 導 通 状 態 が シ ス テ ム 制 御 部 ５ ０ に 送 ら れ 、 表 示 部 １ ２ の 回 動 位 置 に 応
じ て モ ー ド 切 替 え の 判 断 が 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
リ ー ド 線 ４ ４ が 捩 れ な い よ う に 連 結 部 １ ８ を 通 す に は 、 中 心 軸 ２ ４ を 中 空 構 造 と し 、 開 口
部 ４ ６ を 設 け て 中 心 軸 ２ ４ の 内 部 に リ ー ド 線 ４ ４ を 通 す よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ こ で は シ ャ フ ト ４ ２ と 回 転 軸 ２ ２ に 導 通 部 ３ ８ と ４ ０ を 設 け た が 、 表 示 部 １ ２ の 背 面 ３
４ に ピ ン 等 を 設 け 、 表 示 面 ３ ０ に 設 け た ス イ ッ チ を 押 さ せ る 等 の 方 法 で 検 出 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ４ に は 、 第 １ 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ４ に 示 す よ う に 、 検 出 部 ３ ６ で 検 出 さ れ た 表 示 部 １ ２ の 裏 表 位 置 に 関 す る 情 報 は シ ス テ
ム 制 御 部 ５ ０ に 送 ら れ 、 表 示 板 １ ６ が 内 側 を 向 い て い る と 検 出 さ れ た 場 合 、 携 帯 端 末 装 置
１ ０ は 通 常 の モ ー ド で 作 動 し 、 例 え ば 携 帯 電 話 と し て 機 能 す る と き は 操 作 ボ タ ン ２ ６ か ら
入 力 さ れ た 電 話 番 号 に 従 っ て 電 話 を か け 、 表 示 板 １ ６ に は 通 話 状 態 な ど の 情 報 を 表 示 す る
。 通 話 相 手 の 音 声 は オ ー デ ィ オ 処 理 部 ５ ４ を 通 じ て ス ピ ー カ ー ５ ８ か ら 出 力 さ れ 、 使 用 者
の 音 声 は マ イ ク ５ ６ で 拾 わ れ オ ー デ ィ オ 処 理 部 ５ ４ を 通 じ て 信 号 化 さ れ 、 通 話 相 手 に 送 ら
れ る 。 、
一 方 、 表 示 板 １ ６ が 外 側 を 向 い て い る と 検 出 さ れ た 場 合 は 例 え ば Ｔ Ｖ モ ー ド に 切 り 替 わ る
。 こ の と き Ｔ Ｖ チ ュ ー ナ ー ６ ２ か ら 出 力 さ れ た 映 像 信 号 は ビ デ オ 処 理 部 ５ ２ を 経 由 し て シ
ス テ ム 制 御 部 ５ ０ へ 送 ら れ 、 表 示 板 １ ６ へ Ｔ Ｖ 画 像 と し て 出 力 さ れ る 。 同 じ く 音 声 信 号 は
Ｔ Ｖ チ ュ ー ナ ー ６ ２ か ら シ ス テ ム 制 御 部 ５ ０ を 経 由 し て オ ー デ ィ オ 処 理 部 ５ ４ へ 送 ら れ 、
Ｔ Ｖ 音 声 と し て ス ピ ー カ ー ５ ８ か ら 出 力 さ れ る 。 こ の と き 、 Ｔ Ｖ と し て の 操 作 は 操 作 ボ タ
ン ２ ６ を 使 用 せ ず 、 表 示 板 １ ６ と 共 に 外 側 す な わ ち 使 用 者 側 を 向 い て い る 基 本 操 作 部 ２ ８
で す べ て 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ５ に は 、 第 ２ 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 装 置 の 斜 視 図 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ Ａ ） に 示 す よ う に 、 回 動 部 ２ ０ は 連 結 部 １ ８ の 長 さ 方 向 中 心 に は な く 、 操 作 面 ３ ０ に 向
か っ て 右 側 に オ フ セ ッ ト し て い る 。 こ の た め 、 回 転 軸 ２ ２ も ま た 操 作 面 ３ ０ に 向 か っ て 右
側 に オ フ セ ッ ト し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ Ｃ ） の よ う に 表 示 部 １ ２ を １ ８ ０ ° 回 動 さ せ て 折 畳 む と 、 操 作 面 ３ ０ は 表 示 部 １ ２ に よ
っ て 完 全 に 隠 れ て し ま わ ず 、 操 作 面 ３ ０ の 向 か っ て 右 側 の 端 が 使 用 者 に 向 い た 状 態 で 使 用
で き る 。 こ れ に よ り 操 作 ボ タ ン ２ ６ の 右 端 の 列 は 、 折 畳 ん で 使 用 モ ー ド を 切 替 え た 状 態 で
も 使 う こ と が で き る の で 、 右 手 の 親 指 で 操 作 す る の に 好 適 で あ る 。 。 こ の 場 合 、 通 常 モ ー
ド と は 上 下 が 逆 に な る の で 操 作 ボ タ ン ２ ６ の ２ ｎ ｄ フ ァ ン ク シ ョ ン 表 示 も 上 下 逆 に す る 必
要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ こ で は 回 動 部 ２ ０ を 操 作 面 ３ ０ に 向 か っ て 右 側 に オ フ セ ッ ト し た が 、 左 手 で の 使 用 を 優
先 す る た め に 左 側 に オ フ セ ッ ト し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 上 記 構 成 と し た の で 、 使 用 す る 機 能 に 適 し た 形 態 と な る 形 態 端 末 装 置 を 提 供 す る
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こ と が で き た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 １ に 係 る 形 態 端 末 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 １ に 係 る 形 態 端 末 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 １ に 係 る 形 態 端 末 装 置 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 １ に 係 る 形 態 端 末 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 実 施 形 態 ２ に 係 る 形 態 端 末 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 携 帯 端 末 装 置
１ ２ 　 　 表 示 部
１ ４ 　 　 操 作 部
１ ６ 　 　 表 示 板
１ ８ 　 　 連 結 部
２ ０ 　 　 回 動 部
２ ２ 　 　 回 転 軸
２ ４ 　 　 中 心 軸
２ ６ 　 　 操 作 ボ タ ン
２ ８ 　 　 基 本 操 作 部
３ ０ 　 　 操 作 面
３ ２ 　 　 表 示 面
３ ４ 　 　 背 面
３ ６ 　 　 検 出 部
５ ０ 　 　 シ ス テ ム 制 御 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

(6) JP 2004-120513 A 2004.4.15


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

